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〈受賞紹介〉
河瀬 彰宏
近世口語資料を構造化するときに生じる問題点
1.　はじめに
本稿は，2014年 7月，ローザンヌで発表した研究内容 “Problems in Encoding Documents of 
Early Modern Japanese”（Kawase et al. 2014）のエッセンスを紹介するものである。
国立国語研究所コーパス開発センター（以下，国語研）では，「通時コーパスの設計」プ
ロジェクトの一環として古典資料の形態素解析を実施している。形態素解析を正しく行うた
めには，基礎資料となる古典テキストの電子化が必須である。国語研では，これまでに様々
な時代のテキストコーパスを電子化し，Webサイトや刊行物を通して公開している（河瀬 
2014）。
しかし，これらのテキストコーパスは，国語研が独自に考案したタグセットに基づく
XML1を用いて文書をマークアップしているため，各コーパスを規定するタグ（要素）は，
基本的に統一されていない。そのため，複数のコーパス間の構造比較や計量的分析を機械的
に実施することが現状では難しいという問題を抱えている。複数のコーパスの構造を高次の
視点から統一的に記述することができれば，この問題は解決される。
河瀬ほか（2013）では，洒落本の一冊『傾城買二筋道』の版本を事例に，TEI（Text En-
coding Initiative）（Burnard and Bauman 2007）に従う XML形式による文書構造化を提案し，構
造化の過程で生じる問題点を整理した。TEIは，人文学で用いられる様々な文書を電子化す
る共通のガイドラインを網羅的に定めることを究極の目標としており，欧文資料を中心に
XML化のガイドラインを設けてきたが，縦書きの文書についてはほとんど方針が未整備で
1　XML（Extensible Markup Language）とは，文書に情報を付与するためのタグを自由に作成できるコンピュータ言語（約
束事）のことである。XMLの基本単位は，開始タグ“<・>”と終了タグ“</・>”を使って内容を囲んだ「要素」と呼
ばれる塊である。また，要素には「属性」とその値（属性値）をもたせて情報の性質を表現できる。「通時コーパスの設計」
プロジェクトにおける文書の XML化の指針については，河瀬（2014）を参照されたい。
The Alliance of Digital Humanities Organizationでは，Digital Humanitiesの年次国際大会における若手
研究者の口頭発表・ポスター発表の中から特に優れていると認められる発表に対して，Bursary 
Award（若手研究奨励賞）を授与しており，河瀬氏は Digital Humanities 2014における発表により受
賞しました。
　受賞対象　Akihiro Kawase “Problems in Encoding Documents of Early Modern Japanese”
（Digital Humanities 2014; University of Lausanne, Switzerland）
（※発表は Akihiro Kawase, Taro Ichimura, and Toshinobu Ogisoの連名）
河瀬　彰宏
136 国語研プロジェクトレビュー　Vol.5 No.3 2015
あるのが実情である。本発表では，洒落本の構造化をめぐる問題点に対して具体的な解決策
を示した。
2.　構造化の問題点と解決策
一般に洒落本は，（a）前付け部分，（b）会話と地の文を混ぜた物語本文，（c）後付け部分
の順に構成される。この（a）（b）（c）の構成は，一般的な欧文の写本と一致するため，TEI
準拠の要素を用いておおむね構造化できる。しかし，例えば，以下に取り上げる（A）「表
記の正規化」や（B）「縦書きルビ」は，欧文に見られない特徴である。
（A）言語資源として質の高いコーパスを設計するためには，本文に形態論情報（品詞，
活用，読み，語種など）を付与する必要がある。しかし，洒落本の本文には，次の 3点の問
題があるため，正しく形態素解析を実施することができない：（A-1）本来濁点を付与すべき
文字に濁点がない；（A-2）平仮名と片仮名の混在が解消されていない；（A-3）踊り字が読み
通りに修正されていない。これらは表記の正規化に関わる問題として共通項で括れることか
ら，TEI準拠の要素を用いて統一的に構造化の方針を提案できる（図 1）。
図 1の例では，TEI準拠の <seg>タグに type属性をもたせ，その値として（A-1）濁点の
変換を示す vMark，（A-2）仮名の変換を示す kana，（A-3）踊り字の修正を示す odorijiを取ら
せることで，正規化の方針を区別している。さらに，<seg>に <choice>タグを組み合わせる
ことで，必要に応じて正規化前 <orig>と正規化後 <reg>の表記を参照できるようにしている。
（B）通常縦書きの文書では，ルビは文字の右側に置かれる。しかし，洒落本の本文には，
次の 3点の問題があるため，紙面の外形情報と言語構造を同時に包摂する構造化が実施でき
ない：（B-1）ルビに外字，破損，誤字を含むことがある；（B-2）ルビ付き文字とルビの語が
一対一対応でない場合がある；（B-3）文字に対して右左同時にルビを置くことがある。ここ
では，日本語の文書における紙面の外形情報と言語構造の構造化を融合的に進めることの難
しさを整理し，ルビの構造化について方針を提案した（図 2）。
本文中の各文字に対して，TEI準拠の <c>タグと id属性を使ってそれぞれ区別する。そし
て，外部ファイル中に，<note>タグに target属性を使って各文字がどのようなルビをもつか
を記述していく。こうすることで，（B-1）（B-2）（B-3）の各場合に対処することができる。
図 1　表記の正規化XML表現例
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図 2（a）の例では，本文中の「天」に id番号 c1，「皇」に id番号 c2を割り当て，外部ファ
イルには，<note>タグを使って id番号が c1および c2の文字，すなわち「天」と「皇」のル
ビの様子を記述している。ただし，ここでは <seg>タグも組み合わせて「天」の文字の右側
ルビに「てん」，左側ルビに「テン」を，「皇」の文字の右側ルビに「のう」，左側ルビに「ノ
ウ」が付く場合を表現している。
3.　おわりに
本稿では，洒落本の一冊『傾城買二筋道』の版本を事例に，TEIに従う XML形式による
文書構造化の問題点とその解決策について端的に紹介した。とくにルビは，古典の写本から
現代の漫画に至るまで幅広く利用されており，日本語資料にとって必要不可欠な表現方法で
あるものの，これまで建設的な指針は提案されてこなかった。本研究で提案した指針は，今
後汎用的に日本語以外の縦書きの文書にも展開でき，これまで未着手だった漢字文化圏の文
書について人文学的研究を促進することが期待できる。
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図 2　縦書きルビのXML表現例
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